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三
鷹
市
福
祉
サ
ー
ビ
ス
第
三

者
評
価
受
審
事
業
者
報
告
会

と
講
演
会

第
三
者
評
価
と
は
、
介
護
保
険
事

業
者
の
提
供
す
る
サ
ー
ビ
ス
の
質
を

公
正
、
中
立
な
第
三
者
評
価
機
関
が

評
価
す
る
も
の
で
す
。
今
年
度
に
受

審
し
た
介
護
保
険
事
業
者
か
ら
の
報

告
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
全
て
の
介

護
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
を
対
象
と
し
て

平
成
18
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る

「
情
報
開
示
の
標
準
化
」
と
い
う
国

の
新
し
い
仕
組
み
に
つ
い
て
の
講
演

会
を
行
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

▽
３
月
25
日
f
午
後
１
時
30
分
〜
３

時
30
分
、
教
育
セ
ン
タ
ー
で
。
テ
ー

マ
は
「
情
報
開
示
の
標
準
化
と
福
祉

サ
ー
ビ
ス
第
三
者
評
価
」。
講
師
は

社
団
法
人
シ
ル
バ
ー
サ
ー
ビ
ス
振
興

会
の
浅
川
光
由
さ
ん
。

▼
当
日
、
直
接
会
場
へ
。

e

高
齢
者
支
援
室
1
内
線
２
６

８
５こ

も
れ
び
ほ
っ
と
・
サ
ー

ク
ル

男
性
の
た
め
の
料
理
教
室

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
こ
も
れ
び
で
は
市
と

の
協
働
で
高
齢
者
の
方
と
毎
月
さ
ま

ざ
ま
な
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
家

庭
で
簡
単
に
作
れ
る
点
心
で
飲
茶
を

楽
し
み
ま
し
ょ
う
。
対
象
は
お
お
む

ね
65
歳
以
上
の
男
性
の
方
。

▽
４
月
10
日
a
午
前
10
時
30
分
〜
午

後
１
時
30
分
、
連
雀
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
で
。
参
加
費
１
千
円
。
講

師
は
調
理
師
の
堀
美
子
さ
ん
。

▼
３
月
７
日
b
午
前
９
時
か
ら
、
こ

も
れ
び
事
務
局
1
42
―
４
４
６
９
へ

客
様
各
位
　
◇
３
千
611
円
　
木
下
敦

夫
　
◇
３
万
円
　
三
鷹
市
ゴ
ル
フ
連

盟
　
◇
３
万
６
千
500
円
　
リ
サ
イ
ク

ル
市
民
工
房
　
◇
３
千
円
　
匿
名

（
２
件
）

■
愛
の
一
円
硬
貨
募
金

◇
２
千
963
円
　
河
本
美
代
子
　
◇
670

円
　
く
ぬ
ぎ
会
　
◇
848
円
　
明
寿
会

◇
390
円
　
友
和
と
き
わ
会
　
◇
862
円

上
連
福
寿
会
　
◇
830
円
　
四
ツ
葉
と

き
わ
ク
ラ
ブ
　
◇
８
千
140
円
　
東
明

会
　
◇
785
円
　
上
連
雀
六
丁
目
朋
友

会
　
◇
１
千
143
円
　
さ
つ
き
長
寿
会

◇
332
円
　
匿
名
（
１
件
）

■
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
基
金

◇
６
千
810
円
　
新
川
中
原
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
コ
ー
ナ
ー
利
用
者
一
同
　
◇
３

万
７
千
170
円
　
大
沢
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

コ
ー
ナ
ー
利
用
者
一
同
　
◇
８
千
500

円
　
牟
礼
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
コ
ー
ナ
ー

利
用
者
一
同

■
ス
マ
ト
ラ
沖
地
震
災
害
義
援
金

◇
２
万
１
千
640
円
　
三
鷹
駅
前
地
区

５
商
店
会
連
合
会
　
◇
２
万
円
　
1

工
研
社
　
◇
３
万
円
　
女
声
合
唱
団

ラ
ベ
ン
ダ
ー
　
◇
１
万
円
　
西
尾
八

重
　
◇
１
万
９
千
円
　
東
京
弘
済
園

弘
済
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
　
◇
６
千
459
円

三
鷹
市
立
第
六
中
学
校
生
徒
一
同

◇
１
万
６
千
169
円
　
三
鷹
市
立
第
六

中
学
校
保
護
者
一
同
　
◇
１
万
６
千

450
円
　
亀
の
会
有
志
　
◇
７
千
218
円

三
鷹
市
東
部
地
区
住
民
協
議
会
　
◇

４
万
７
千
767
円
　
市
役
所
募
金
箱

◇
１
万
３
千
841
円
　
福
祉
会
館
募
金

箱
　
◇
６
万
６
千
７
円
　
三
鷹
市
立

第
六
小
学
校
代
表
委
員
会
　
◇
１
万

706
円
　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
利

用
者
一
同
（
２
件
）

◇
40
万
５
千

96
円
　
三
鷹
市
職
員
互
助
会
会
員
一

同
　
◇
３
万
２
千
473
円
　
匿
名
（
５

件
）

■
新
潟
県
中
越
地
震
災
害
義
援
金

◇
５
千
円
　
西
尾
八
重
　
◇
１
万
１

千
円
　
国
際
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
ク
ラ
ブ

◇
７
千
386
円
　
匿
名

申
し
込
む
。
先
着
10
人
。

く
ら
し
の
テ
レ
ホ
ン
ガ
イ
ド

「
み
た
か
」
サ
ー
ビ
ス
の
終

了
に
つ
い
て

電
話
お
よ
び
フ
ァ
ク
ス
に
よ
り
市

政
情
報
の
案
内
を
行
っ
て
い
る
「
く

ら
し
の
テ
レ
ホ
ン
ガ
イ
ド
『
み
た

か
』」
は
３
月
末
を
も
っ
て
サ
ー
ビ

ス
を
終
了
し
ま
す
。

こ
れ
は
、
機
器
の
老
朽
化
に
よ
り

サ
ー
ビ
ス
提
供
を
続
け
る
こ
と
が
困

難
な
状
況
に
な
っ
た
こ
と
、
ま
た
、

利
用
実
績
が
年
々
減
少
し
て
き
て
い

る
こ
と
な
ど
に
よ
る
も
の
で
す
。

提
供
し
て
い
る
情
報
は
、
こ
れ
ま

で
以
上
に
担
当
課
お
よ
び
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
上
で
情
報
提
供
に
努
め
ま
す
。

ま
た
、
休
日
に
お
け
る
情
報
提
供

（
休
日
診
療
の
案
内
な
ど
）
は
、
市

役
所
代
表
電
話
1
45
―
１
１
５
１
で

当
直
者
が
案
内
を
し
て
い
ま
す
。
お

気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

e

情
報
推
進
室
1
内
線
２
１
４
９

わ
く
わ
く
サ
ポ
ー
ト
三
鷹
を

ご
存
じ
で
す
か
〜
わ
く
わ
く

サ
ポ
ー
ト
三
鷹
１
周
年
報
告

「
わ
く
わ
く
サ
ポ
ー
ト
三
鷹
」
は

お
お
む
ね
55
歳
以
上
の
方
に
就
業
相

談
や
就
業
の
あ
っ
せ
ん
を
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
高
年
齢
者
の
み
な
さ
ん

が
長
年
に
わ
た
っ
て
蓄
積
し
た
経
験

と
知
識
を
生
か
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
な
ど
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。
こ

の
１
年
の
成
果
は
次
の
と
お
り
で

す
。

◆
就
業
支
援
事
業

求
職
者
数
の
べ
１
千
302
人
の
う
ち

64
人
が
就
職
し
ま
し
た
。
就
職
先
は

翻
訳
、
調
理
、
一
般
事
務
、
配
管
工
、

事
業
所
指
導
員
、
清
掃
な
ど
。

◆
多
様
な
働
き
方
の
紹
介

多
様
な
働
き
方
に
対
す
る
支
援
事

業
に
は
42
人
の
相
談
者
が
あ
り
、
今

後
の
生
き
方
セ
ミ
ナ
ー
に
は
55
人
の

み
な
さ
ん
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

今
後
も
高
年
齢
者
の
み
な
さ
ん
の

活
躍
の
場
が
広
が
る
よ
う
に
お
手
伝

い
し
て
い
き
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の

「
わ
く
わ
く
サ
ポ
ー
ト
三
鷹
」
の
活

動
に
ぜ
ひ
ご
注
目
く
だ
さ
い
。

e
わ
く
わ
く
サ
ポ
ー
ト
み
た
か

（
下
連
雀
４
―
17
―
23
市
民
協
働
セ
ン

タ
ー
１
階
）
1
45
―
８
６
４
５
・
5

45
―
８
６
４
６
・

wakuwaku@
m
itaka.ne.jp

平
成
17
年
度
高
齢
者
無
料
入

浴
券
を
配
布

対
象
は
市
内
在
住
の
65
歳
以
上
で

住
民
税
非
課
税
の
方
。

◆
申
込
受
付

３
月
25
日
f
か
ら

高
齢
者
支
援
室
（
市
役
所
１
階
）
ま

た
は
お
近
く
の
公
衆
浴
場
で
（
た
だ

し
、
仮
受
付
に
な
り
ま
す
）。

◆
入
浴
券
の
発
送

申
込
要
件
を

審
査
の
う
え
該
当
者
に
４
月
中
旬
以

降
に
郵
送
し
ま
す
。
１
人
に
つ
き
年

間
30
枚
配
布
し
ま
す
。

く
わ
し
く
は
同
室
1
内
線
２
６
２

７
へ
。す

く
す
く
ひ
ろ
ば
で

子
育
て
グ
ッ
ズ
の
フ
リ
ー
マ

ー
ケ
ッ
ト

就
学
前
の
お
子
さ
ん
を
も
つ
お
母

さ
ん
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
フ
リ
ー
マ
ー
ケ

ッ
ト
。
子
育
て
用
品
を
多
数
出
品
。

▽
３
月
13
日
a
午
前
10
時
〜
午
後
２

時（
雨
天
決
行
）、同
ひ
ろ
ば
（
下
連

雀
４
―
19
―
６
）
１
階
で
。

▼
当
日
、
直
接
会
場
へ
。

※
靴
を
入
れ
る
袋
持
参
。
駐
車
場

は
あ
り
ま
せ
ん
。

e

同
ひ
ろ
ば
1
45
―
７
７
１
０

ふ
ろ
し
き
市
出
店
者
募
集

三
鷹
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議

会
主
催
。

▽
３
月
13
日
a
（
雨
天
中
止
）
午
前

10
時
30
分
〜
午
後
１
時
30
分
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
中
庭
で
。
１
ス

ペ
ー
ス
500
円
。

▼
３
月
７
日
b
〜
12
日
g
に
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
1
76
―
１
２
７
１

へ
申
し
込
む
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
基
礎
講
座
２

〜
春
で
す
、
は
じ
め
よ
う
！

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
編

み
た
か
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

主
催
。

▽
①
３
月
16
日
d
午
後
２
時
〜
４

時
、
②
22
日
c
午
前
10
時
〜
正
午
、

み
た
か
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

で
。
内
容
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活
動

紹
介
や
車
椅
子
体
験
な
ど
。

▼
①
は
３
月
15
日
c
ま
で
に
、
②
は

21
日
0
ま
で
に
、
氏
名
・
住
所
・
電

話
番
号
を
同
セ
ン
タ
ー
へ
直
接
ま
た

は
1
76
―
１
２
７
１
、

m
itakav

c@
parkcity.ne.jp

で
申
し
込
む
。

各
回
先
着
15
人
。

電
話
相
談
員
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

募
集

東
京
多
摩
い
の
ち
の
電
話
主
催
。

▽
前
期
研
修
＝
４
月
２
日
〜
７
月
２

日
の
土
曜
日
午
後
２
時
〜
４
時
（
全

12
回
）、
亜
細
亜
大
学
（
Ｊ
Ｒ
中
央

線
武
蔵
境
駅
下
車
）
で
。
受
講
料
２

万
４
千
円
。

く
わ
し
く
は
同
事
務
局
1
042
―
328

―
４
４
４
１
・

http://hom
ep

age1.nifty.com
/11tam

a/

へ
。

HP

東
京
都
多
摩
障
害
者
ス
ポ
ー

ツ
セ
ン
タ
ー
の
催
し

▽
①
水
中
運
動
教
室
＝
３
月
11
・
18

日
の
金
曜
日
午
後
１
時
〜
２
時
、
②

バ
ラ
ン
ス
ボ
ー
ル
教
室
＝
３
月
12
・

26
日
の
土
曜
日
午
後
１
時
〜
２
時
、

③
日
曜
広
場
＝
３
月
20
日
a
午
後
１

時
〜
３
時
。

▼
当
日
、
直
接
会
場
（
国
立
市
富
士

見
２
―
１
―
１
）
へ
。

く
わ
し
く
は
同
セ
ン
タ
ー
1
042
―

573
―
３
８
１
１
・
5
042
―
574
―
８
５

７
９
へ
。

■
一
般
寄
付
　
　
　
　
　

◇
２
万
３
千
857
円
　
Ｉ
Ｃ
Ｕ
ウ
ィ
ン

ド
ブ
ラ
ス
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
　
◇
１
万

３
千
円
　
三
鷹
市
社
会
教
育
会
館
の

つ
ど
い
模
擬
店
部
門
一
同
　
◇
11
万

３
千
円
　
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
娯
楽
場
お

市
立
ど
ん
ぐ
り
山

在
宅
介
護
支
援
セ
ン

タ
ー
主
催
。
近
年

「
転
倒→

骨
折→

寝

た
き
り
」
と
な
る
お

年
寄
り
が
増
え
て
い

ま
す
。「
な
ぜ
転
ん

で
し
ま
う
の
か
？
」

「
ど
ん
な
と
き
ど
ん
な
と
こ
ろ
で
転

ぶ
の
か
？
」「
で
は
転
ば
な
い
た
め

に
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
か
？
」
ベ
テ

ラ
ン
理
学
療
法
士
が
お
答
え
し
ま

す
。

▽
３
月
12
日
g
午
後
２
時
〜
４
時
、

市
立
ど
ん
ぐ
り
山
在
宅
介
護
支
援
セ

ン
タ
ー
（
大
沢
４
―
８
―
８
）
で
。

講
師
は
つ
ば
さ
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
代
表
取
締
役
で
理
学
療
法
士
の

柳
川
進
さ
ん
。

▼
当
日
、
直
接
会
場
へ
。

e

高
齢
者
支
援
室
1
内
線
２
６
２
３

ば
な
い
た
め
の
秘
訣

介 護 教 室

転

最
初
の
自
覚
症
状
は
血
便
で
し
た
。
痔
か
な
と

Ａ
さ
ん
は
思
っ
た
そ
う
で
す
。
で
も
長
く
続
く
の

で
近
所
の
開
業
医
に
行
っ
た
と
こ
ろ
、
大
病
院
を

紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
診
断
の
結
果
は
即
刻
入
院
、

手
術
。
忘
れ
も
し
ま
せ
ん
昭
和
52
年
の
こ
と
で
す
。

Ｓ
状
結
腸
ガ
ン
。
手
術
前
、
医
師
に
家
族
が
呼

ば
れ
、
ひ
ょ
っ
と
す
る
と
便
が
外
か
ら
に
な
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
、
と
言
わ
れ
ま
し
た
。
手
術
が
終
わ
り

ベ
ッ
ド
で
目
が
覚
め
た
ら
腹
部
に
変
な
も
の
が
つ
い

て
い
る
。
３
階
の
病
室
か
ら
飛
び
降
り
死
の
う
と
思

っ
た
。
遠
く
を
見
て
Ａ
さ
ん
は
語
り
ま
す
。

◆
身
体
内
部
に
あ
る
障
が
い

Ａ
さ
ん
は
人
工
肛
門
の
手
術
に
よ
り
腹
壁
に
便

を
排
泄
す
る
孔
を
造
設
さ
れ
、
そ
こ
に
パ
ウ
チ

（
蓄
便
袋
）
を
装
着
す
る
オ
ス
ト
メ
イ
ト
（
人
工
肛

門
・
人
口
膀
胱
造
設
者
）
に
な
っ
た
の
で
す
。
こ

の
よ
う
に
身
体
の
内
部
に
障
が
い
を
持
つ
方
を

「
内
部
障
が
い
者
」
と
い
い
ま
す
。
聞
き
な
れ
な
い

方
が
多
い
と
思
い
ま
す
が
、
そ
れ
は
オ
ス
ト
メ
イ

ト
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

内
部
障
が
い
は
法
令
上
で
は
「
心
臓
、
腎
臓
も

し
く
は
呼
吸
器
ま
た
は
膀
胱
も
し
く
は
直
腸
も
し

く
は
小
腸
も
し
く
は
ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ
イ
ル
ス
に

よ
る
免
疫
機
能
の
障
害
」
と
さ
れ
ま
す
。
具
体
的

に
は
、
心
臓
を
患
い
ペ
ー
ス
メ
ー
カ
ー
を
つ
け
て

い
る
方
、
腎
臓
の
病
気
で
人
工
透
析
を
行
っ
て
い

る
方
、
呼
吸
器
の
障
が
い
に
よ
り
人
工
呼
吸
器
を

見えない
障がい、

言えない
悩み

第2回

使
っ
た
り
し
て
い
る
方
な
ど
で
す
。
現
在
、
市
内

在
住
の
内
部
障
が
い
者
は
１
千
40
人
に
な
り
ま
す
。

そ
の
障
が
い
の
原
因
、
状
態
は
さ
ま
ざ
ま
で
す

が
、
一
言
で
言
え
る
特
徴
は
、
外
部
か
ら
そ
れ
と

判
断
で
き
な
い
こ
と
で
す
。
つ
ま
り
外
見
上
障
が

い
者
に
見
え
な
い
こ
と
が
、
ま
た
日
常
生
活
の
う

え
で
さ
ま
ざ
ま
な
悩
み
を
生
み
出
す
基
と
も
な
る

の
で
す
。

◆
理
解
さ
れ
な
い
現
実

障
が
い
者
と
い
う
と
肢
体
不
自
由
者
を
考
え
、

そ
の
象
徴
と
し
て
車
椅
子
使
用
者
を
思
い
浮
か
べ

る
方
が
多
い
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
そ
う
で
な

い
障
が
い
も
多
く
あ
り
、
そ
れ
故
に
理
解
さ
れ
な

い
現
実
が
あ
り
ま
す
。

外
出
で
一
番
困
る
の
は
ト
イ
レ
で
す
。
高
速
道

路
の
障
が
い
者
ト
イ
レ
で
用
を
足
し
外
へ
出
た
ら
、

待
っ
て
い
た
車
椅
子
の
方
に
怒
ら
れ
た
こ
と
が
あ

り
ま
し
た
。
そ
の
方
は
オ
ス
ト
メ
イ
ト
と
い
う
存

在
を
知
ら
な
い
で
Ａ
さ
ん
を
障
が
い
者
だ
と
思
わ

な
か
っ
た
の
で
し
た
。
障
が
い
者
同
士
で
も
こ
の

よ
う
な
誤
解
が
あ
る
の
で
す
。

オ
ス
ト
メ
イ
ト
が
安
心
し
て
利
用
で
き
る
オ
ス

ト
メ
イ
ト
対
応
ト
イ
レ
を
設
置
す
る
運
動
が
進
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
市
内
で
も
市
役
所
内
な
ど
に
設

置
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
オ
ス
ト
メ
イ
ト
だ
け
で

は
な
く
、
肢
体
不
自
由
な
方
や
一
般
の
方
も
自
由

に
安
心
し
て
利
用
で
き
る
多
目
的
ト
イ
レ
、「
だ
れ

で
も
ト
イ
レ
」
で
す
。

◆
知
っ
て
ほ
し
い
、
知
ら
れ
た
く
な
い

阪
神
淡
路
大
震
災
か
ら
10
年
が
経
ち
ま
す
が
、

こ
の
と
き
パ
ウ
チ
が
底
を
つ
き
被
災
地
で
調
達
で

き
ま
せ
ん
で
し
た
。
ま
だ
行
政
に
理
解
さ
れ
て
お

ら
ず
備
蓄
が
な
く
て
、
障
が
い
者
団
体
の
連
携
に

よ
り
な
ん
と
か
し
の
げ
た
の
で
し
た
。

内
部
障
が
い
は
外
か
ら
分
か
ら
な
い
だ
け
に
、

障
が
い
者
と
悟
ら
れ
ま
せ
ん
。
人
に
言
っ
て
楽
に

な
る
わ
け
で
な
く
、
わ
ざ
わ
ざ
言
い
た
く
も
な
い
、

と
Ａ
さ
ん
も
言
い
ま
す
。
し
か
し
、
オ
ス
ト
メ
イ

ト
に
な
っ
た
ば
か
り
の
人
に
は
大
丈
夫
だ
よ
と
生

き
る
自
信
を
伝
え
た
い
。
そ
し
て
、
こ
の
社
会
で

本
当
に
安
心
し
て
生
き
て
ゆ
く
た
め
に
は
、
や
は

り
多
く
の
人
に
知
っ
て
ほ
し
い
、
分
か
っ
て
ほ
し

い
と
Ａ
さ
ん
は
強
く
思
い
ま
す
。

オ
ス
ト
メ
イ
ト
の
全
国
団
体
会
長
ま
で
務
め
た

内
部
障
が
い
の
ベ
テ
ラ
ン
？
の
Ａ
さ
ん
で
さ
え
口

に
す
る
こ
の
気
持
ち
の
揺
れ
。
こ
の
揺
れ
を
正
し

く
受
け
止
め
よ
う
と
努
力
す
る
こ
と
こ
そ
、
心
の

バ
リ
ア
を
超
え
る
手
が
か
り
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

（
心
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
推
進
委
員
会
）

心
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
推
進
委
員
会
は
平
成
16
年
12
月

に
、
市
と
身
体
障
が
い
者
相
談
員
（
身
体
障
が
い
者
本

人
）、
知
的
障
が
い
者
相
談
員（
知
的
障
が
い
者
の
親
）、

三
鷹
市
障
害
者
福
祉
懇
談
会
の
メ
ン
バ
ー
な
ど
に
よ
り

発
足
し
ま
し
た
。

（
敬
称
略
）


